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　〈 目的〉線条体（CP）はて んかん発作 の 発現や その 全般化

に 関与する部位と して知られて い る。

一昨年の 本学会にお

い て 、 我々 は、扁桃核（AM）キ ン ドリ ン グカ浣成 したラッ ト

の 両側（？に ム シモ ル（GABAア ゴ ニ ス ト）を注入すると、ム シ

モ ル は樹 の 興「酬生には影響を与えずに キ ン ドリン グけい れ

んの 全般化を抑制する こ とを報告した 。 本研究で は
、 樹 キ

ン ドリン グの 全般化 に果 た す  の 興奮性ア ミノ酸の 役割を

知る目的で 、 NMDA受容体の競合的拮抗薬で ある3−（2−

carbOxypiperaZine −4−yl）propyl−1−phosphonic　acid （CPP ）

を両側  に注入 した ときの効果につ い て検討 した。

＜ 方法 ＞Wistar系雄性ラ ッ トの左側樹 に電気刺激を加え、

キ ン ドリン グ を作製し、全身けい れん誘発閾値（GS　［）を求

め た。キ ン ドリ ン グの 発作段階の 分類はRacineの 5段階分類

に よ っ た 。 CPPは生理食塩水 に溶解 した。ラ ッ トを3群に分

け、生理食塩水O．5　1t　1、　CPP2．5nrnoUO．5　tt　1、　CPPIOnmovO ．5

μ 1を1側当りの 用量 と して 両側OPに注入 した。注入 よ り1

時間後にAMI：GST刺激 を加 え 、後発射（AD）持続時間、発作症

状を観察 した 。

〈結果〉生理食塩水の （？注入 は刺激前の 行動と脳波、お よ

び、GST刺激に よる キ ン ドリン グけい れんの発現 に何の 影響

も与え なか っ た 。

一方、CPP2．5  1の 注入例 では明 かでは

なかっ たが、CPP1〔  nolの 注入で は、そ の10分後あた りから

回転運動や失調性歩行などの行動の 変化が認め られ た 。

CPP25  o1を注入した群に（rST刺激を与えると、全例でneが

誘発された。 AD持続時間に変化はな か っ たが、発作段階の

抑制傾向が認 め られた。1（inmolを注入 した群 にGST刺激を与

えた時に も全例 でADが速や か に出現 した 。
　ma持続時間に 変

化 は み られ なか っ た 。 しか し、発作段階が有意に退行 した 。

〈考察〉 本研究の 結果は 、CPPの両側 （P注入 は創 の興奮性 に

は影響を与えず にAMキ ン ドリン グ発作の 全般化を用量依存

的に抑制する こ とを示 して い る 。 本研究 と先の 我 々 の結 果

か ら、CPの発作全般化抑制性機能にはGABA系の み な らず興

奮性 ア ミ ノ酸系 も重要 な役割を果 してい る こ とが示唆 され

る。

　〈 目的〉 最近、て ん かん発作の 発現に伴 い 苔状線維が発

芽 して くる こ とが明らか に さ杁 その機能的役割に 関心

が寄せ られ て い る 。 昨年の 本学会で、我 々 は 扁桃核（AM ）

にdibutyryl−cAMP を注入 して 誘発したて ん かん重積状態

を経験 した ラ ッ トで は、主 と して海馬歯状回に 苔状線維

が発芽す るこ と、 また、顆粒細胞 を両側性に 破壊す る と、

dibetyryl−cmMP の 罐 入に よ る発作 の全般化力曙明に遅

延する こ とを報告した 。 この こ とから、 我々 は、

dit。、tyry1・・AMP に よ る辺縁系難 の全般化にはwn 胞

が重要な役割を演じ、この 過程で苔状線維の発芽が もた

らされ る と推論した。本研究では、顆粒細胞の 破壊が樹

キ ン ドリン グの発作進展速度と転移現象、 お よび干渉現

象 に どの よ うな影響 を与えるか を検討した。

　＜方法＞ WiStar系雄性ラ ッ トを用い 、実験敬 n＝7）と対

照群（n＝7）の 2群 に分けた 。 実験群 に は生理食塩水に溶解

したコ ル ヒ チ ン を両側海馬に注入 し て 、 両側 の 顆粒細胞

を完全に破壊 した。 対照群 には生理食塩水のみ を注入 し

た 。 続い て、つ ぎの 要領 で両群 の ラ ッ トをキ ン ドリ ン グ

に 供 した 。 キ ン ドリ ン グの 発作進展 段階 はRacincに 従い

5段階に 分類 した。 まず、左側（
一次働AM に後発射閾値刺

激を毎日
一

回の 割合で加えた。 S巳age 　5が3回連続して 出

現 した後、右側（二次働AM を後発射閾値刺激で刺激 し（転

移現象）、Stage　5が3回連続 した後、再び左側（
一次側）AM

に移 り、 Stage　5に至 る まで 後発射閾値刺激を加えた（干

渉現象）。

　〈結果〉
一次側を刺激 した時、 対照群も実験群 も平均10

回の 刺激回数で最初の Stage　5に至 っ た 。 二次側刺激、そ

れ に続く
一
次側再刺激の 場合 に も、両群は ほぼ同 じ刺激

回数で 最初の Stage　5に達した 。

　φ齢 AM キ ン ドリン グ に おけ る苔状線維の 発芽は発作

進展の過程 で生 じる 。 本研究の結果は、こ の よ うな苔状

線維の 発芽を阻止す る操作は、発作進展、転移現象、 干

渉現象の い ずれに も影響を与えな い こ と を示 して い る 。
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